【論説】洋上⾵⼒発電の促進のための制度整備 : ⻑崎県五島市沖における再エネ海域法促進区域の指定に寄せて by 上代 庸平

































































は ウ ィ ン ド パ ー ク （ Windpark ） と い い 、 欧 ⽶ で は 陸 上 ⾵ ⼒ 発 電 所 を




















































2011 年まで）及び IRPWind（2014 年から 2018 年まで）、洋上⾵⼒発電コスト
の低減に関する研究を促進する LeanWind（2013 年から 2017 年）のような技
術開発に関わるもの、2020 年に EU における再⽣可能エネルギーの⽐率を 20
パーセントに引き上げることを⽬指した送電網を含むプラットフォーム開発を
⾏う Twenties（2011 年から 2013 年まで）や EU としての海洋利⽤政策の深化
を⽬指す Seanegy2020(2010 年から 2012 年まで)など政策・基盤整備に関する
ものまで様々なものがある。これらのプログラムの特徴は、地域レベル・加盟
























⼒発電所が最初であり、ヴェスタス社製の出⼒ 2MW の⾵⾞ 30 基を設置し総出
⼒ 60MW で発電を⾏った 11。それと前後して、議会の決定により、同年に欧州
海洋エネルギーセンター（European Marine Energy Centre；EMEC）が、グレ
ートブリテン島北沖合にあるオークニー諸島に開設され、同諸島の周辺の海域
を実証フィールドとして、洋上⾵⼒と潮⼒を中⼼とした海洋エネルギー技術の





海洋エネルギー開発拠点に成⻑した。現在、EMEC は 27 基の実証⽤の洋上⾵⼒
発電設備を有し、発電効率や耐久性、そして海洋環境への影響の軽減を視野に





ボ・バンク（Burbo Bank、第 1 期）及び 2009 年のライル・フラッツ（Rhyl Flats）
両洋上⾵⼒発電所（いずれもジーメンス社製出⼒ 3.6MW ⾵⾞ 25 基、それぞれ
の総出⼒ 90MW）を開設したのを⽪切りに、2010 年には北海にスウェーデンの
ヴァッテンファル（Vattenfall）社との合弁で、当時欧州で最⼤出⼒となる








174 基も擁し、単独で総出⼒ 1.218GW に達する世界最⼤の洋上⾵⼒発電所とな
る⾒込みである 14。また、研究開発についても、最近では北海に現在の世界最⼤
級の 8.8MW の出⼒をもつ⾵⾞を、ヴェスタス社等との共同開発により欧州洋上









⼒の割合は 15%に達しており、⾵⼒発電施設の平均設備利⽤率は 26％である 17。





















スペインの Gemasa 社と共同開発している⼤型⾵⾞である SG シリーズは、実





















































洋上⾵⼒発電への参⼊から 10 年間で、アイリッシュ海及び北海の沿岸海域に 3
つのラウンドが設定され、参⼊業者の⼊札と選定が⾏われたが、ラウンド 1〜ラ
ウンド 3 の洋上⾵⼒発電施設の想定総出⼒は 40GW に及んでいる。現在はラウ
ンド 3 海域のリース契約に基づく洋上⾵⼒発電施設の整備が進められると同時













られている 27。同発電所の設置主体である DONG Energy 社（現在のエルステッ
ド社）では、同国の法律により⾵⼒発電施設の設置に当たっては地元住⺠から










































     
     
     
     
     


































フ第 3 洋上⾵⼒発電所の場合の買取価格は 1MWh あたり 104 ユーロ（1kWh で
は約 13.5 円）であったが、2016 年のボアセレ第 3 及び第 4 洋上⾵⼒発電所の
場合の価格は 1MWh あたり 49.9 ユーロ（1kWh では 6.5 円）となり、半額以下
に落ち着いている 36。イギリスやドイツなど更に⼤規模な洋上⾵⼒発電施設を擁














補填する制度（Contracts for Difference;CfD）が導⼊されている 38。ドイツで
は、2016 年に再⽣可能エネルギー法が改正され、2019 年をもって洋上⾵⼒発
電の固定価格買取制度は廃⽌される予定であるが、その代わりに⼊札価格制度






































































































エネルギ―に関する基本構想をまとめ上げた 51。この基本構想は本⽂ 66 ⾴、資
料編 10 ⾴に渡る極めて詳細なもので、洋上⾵⼒発電については、着床式と浮体
式に分けて記述があり、前者の年間期待可採量が 562GW であるのに対して、後







画を策定しており、2014（平成 26）年度から 2022（令和 4）年度までを前期計
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